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概 要 

21世紀の複雑化するコミュニケーション社会に対応していくため言語能力の基礎を

養成する。情報化社会に生きる現代人として必要な論理思考力や表現力を無理なく高

めていく。 

科目目標 

（到達目標） 

（A）広い視野から社会を理解する能力 

（B) 工業技術を学ぶうえで基礎となる知識・能力 

（C）国際的に通用するコミュニケーション能力の基礎及び異文化を理解する姿勢 

（D）積極的に新しい知見を求め、様々な手段を通して必要な知識を収集する能力 

（E）社会で活躍できる心身の健康を増進していく力及び豊かな感性と表現力 

教科書 

器材等 

教材：プリント配布  機材：ヴィジュアルプレゼンター パソコン プロジェクタ

ー 

評価の基準と 

方法 

適宜、作文を課す。定期試験を行う。定期試験の平均成績を80％、ディベート・プレ

ゼンテーションなどの演習に対する積極姿勢を20％として評価する。 

関連科目 文学特論 

授業計画 

 参観 （授業は原則として教員が自由に参加できますが、参観欄に×印がある回は参観できません。） 

第 1回  国語を学ぶ意義と目的について 論理的な話し方の基本練習 

第 2回  聴き方を学ぶ――積極的傾聴法の練習 

第 3回  文章の書き方の基本を学ぶ 

第 4回  ロジカルプレゼンテーションの基本を学ぶ――ナンバリングとラベリング         

第 5回  ディベートを行う意義と方法 試合準備 

第 6回  ディベートの試合 前半 （基礎）          

第 7回   後半 （基礎） 

第 8回  ディベートの試合の準備       

第 9回        試合 前半 （実戦） 

第10回        試合 後半 （実戦） 

第11回  文章の要旨をまとめる練習 

第12回  図書館の利用方法を学ぶ 読書マップを書く 

第13回  課題文型小論文を書く １ 

第14回  課題文型小論文を書く ２ 

第15回  課題分型小論文を書く ３ 

第16回  PBL方式による演習についての説明 

第17回  前年度制作されたスライドから学ぶ 研究グループを決める 

第18回  取り上げるテーマを決める準備 資料収集 

第19回  取り上げるテーマを決定する マインド・マップによる視覚化された会議 

第20回  取り上げるテーマに関する現在までの状況と予想されていることを調べる 

第21回  取り組んでみたい、現状の問題点を見つける  

第22回  現状の問題の解決策 新しいアイデアを出す方法 

第23回  プレゼンテーションのシナリオ作成 問題解決型シナリオを使う  

第24回  デジタルプレゼンテーションのための画面のラフスケッチ  

第25回  スライド作成 効果的な論理図解 

第26回  スライドをロジカルに組み立てる 

第27回  発表練習 印象に残る効果的な伝達方法 

第28回  デジタル・プレゼンテーションを行う １回目 

第29回  デジタル・プレゼンテーションを行う ２回目 

第30回  レポート作成 

オフィス 

アワー 
昼休みおよび放課後 

授業アンケー

トへの対応 
社会ですぐに役立つ授業内容の充実 

備 考 質問はメールでも受け付ける oishi@numazu-ct.ac.jp 

更新履歴 20070316新規 

 


